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令和２年１２月２３日 

中区会員各位 

 一般社団法人広島市医師会 

 会  長  佐  々木  博 

 

診療所における新型コロナウイルス感染症拡大防止等支援事業について 

 

 

師走の候、貴職におかれましては、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃から、本会の諸事業の推進について格別の御高配と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、既にご承知のことと存じますが、本会では、発熱患者とその他の患者の混在を避けるた

めに講じられる医療機関内の動線の見直し、待合室の密集回避に係る経費やオンライン診療等に係

る整備費等の受診環境の整備に必要な経費について支援しています。 

当初、本事業の申請期間を令和２年１２月２５日（必着）としていましたが、申請件数が当初

の予定より少ないことから、申請期間を令和３年２月１０日（必着）まで延長

いたします。また、リーフレットや交付申請書が必要な場合は、下記お問い合わせ先へご連絡をお

願いいたします。 

 

記 

留意事項 

（１） 医療施設のレイアウト変更や診察室党としてプレハブやテント等を設置する場合、 

保健所への届出が必要となる場合がありますので、広島市保健所医療政策課医務係に 

相談していただくようお願いします。 

 

※広島市保健所医療政策課医務係：（０８２）２４１－１５８５ 

 

（２） 広島県が実施している「医療機関・薬局等における感染拡大防止等支援事業」は、 

本事業とは、対象経費の内容、申請方法が異なります。領収書を分けること等により、

双方の制度を活用することもできますので、是非ご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 裏面は中区医師会からのご報告となります ≫ 

 



 

■ 第 83回広島市中区医師会学術講演会報告 
 

日  時： 2020 年11 月18 日（水） 19：00～20:00 

開催方式： WEB 配信（Microsoft Teams） 

講 演Ⅰ：「よりよい腎臓病治療の連携を目指して ～腎性貧血治療の新たな展開～」 

広島市立広島市民病院 腎臓内科 主任部長 木原 隆司 先生 

講 演Ⅱ：「広島県における糖尿性腎症重症化予防プログラム」 

医療法人グランドタワーメディカルコート 理事長 伊藤 千賀子 先生 

参 加 者： 40 名 

木原先生より、腎性貧血の病態から治療や最近発売となったHIF-PH 阻害薬の使い方について

お話しいただきました。医療連携においては専門医への紹介基準や紹介時に記載頂きたい項目や、

具体的な症例提示もして頂きつつ、急速な貧血悪化の背景に他疾患が隠れていたり、腎機能急速

悪化例で腎動脈狭窄が見つかった例があり急速な悪化は早めの紹介が必要である事をお話しいた

だきました。 

伊藤先生には糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて解説いただき、糖尿病性腎症の重症

化のリスク、又その進展を防ぎ透析導入を遅らせる事によるメリットを紹介いただきました。と

りわけ重症化予防にはCDEJ/CDEL の育成が不可欠である事、またそのフローも解説され、最後

に広島県におけるプログラム介入の成果を発表いただきその重要性を提唱されました。 

 

 

 

 

 

 

 
木原先生                  伊藤先生 

 

 

■ 「ＡＣＰ」市民公開講座報告 
 

日  時： 2020 年 12 月5 日（土） 14：00～15:30 

開催方式：会場（大手町平和ビル 5F 大会議室）＋WEB 配信（Youtube） 

演  題：「 人生の最終段階 ～心づもりについて考えてみよう～ 」 

講  師：① ほーむけあクリニック 理事長 小西 太 先生 

② 坂下法律事務所 弁護士 坂下 宗生 先生 

参 加 者： 47 名（会場参加 36 名、WEB 参加11 名） 

ACP の概要から、どういったステップでACP を利用していくのか、また終末期の医療や制度に

ついて、医師と弁護士からの２部構成にて市民を対象に解説されました。 

 

 

 

 

 

 

小西先生                  坂下先生 


